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第
19
回
「
文
芸
思
潮
」
エ
ッ
セ
イ
賞
　

中
間
発
表
　
一
次
・
二
次
・
三
次
予
選

●
第
19
回
「
文
芸
思
潮
」
エ
ッ
セ
イ
賞
に
御
応
募
い
た
だ
き
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
日
本
全
国
か
ら
総
数
一
三
五
編
の
作
品
を
お

寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
去
る
三
月
末
日
に
締
め
切

ら
せ
て
い
た
だ
き
、
厳
正
な
一
次
・
二
次
・
三
次
予
選
審
査
を
行
な
い
ま
し
た
。
そ

の
結
果
を
謹
ん
で
こ
こ
に
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
無
印
は
一
次
予
選
通
過
者
、
○
印
は
二
次
予
選
通
過
者
、
◎
印
は
三
次
予
選
通
過

者
で
す
。

■
北
海
道	

	

◎	「
か
わ
り
ば
ん
こ
」	

斉
藤
は
な
絵

◎	「
白
い
ネ
ク
タ
イ
」	

団
周
五
郎

◎	「
墓
場
の
前
の
別
荘
」	

林　

英
二

◎	「
み
そ
ま
ん
じ
ゅ
う
」	

瀧
沢　

鈴

◎	「
ひ
と
つ
の
約
束
」	

は
な
は
な

◎	「
西
別
川
源
流
の
自
然
」	

塚
田
伸
幸

◎	「
ノ
ア
ガ
ー
デ
ン
『
エ
リ
ザ
ベ
ス
』」

	
	

栗
山
佳
子

◎	「
似
て
非
な
る
二
人
」	

柴
田
節
子

◎	「
南
北
之
塔
」	

青
地
久
恵

◎	「
背
筋
」	

中
村
郁
恵

◎	「
も
う
少
し
早
く
戦
争
が
終
っ
て
い
た

ら
」	

蓜
島
彊
子

■
青
森
県	

	

◎	「
爺
の
お
宝
」	

竹
浪
和
夫

◎	「
鳥
の
道
」	

矢
野
吉
晴

■
宮
城
県	

	

◎	「
と
き
め
き
の
正
体
」	

美
山　

陽

◎	「
歴
史
を
紡
ぐ
麦
」	

勝
山　

稔

◎	「
回
想
録
、
夜
の
街
」	

柏
村
ね
お

■
福
島
県	

	

◎	「
故
郷
は
、
永
遠
な
り
」	
佐
藤
悦
弘

◎	「
引
き
揚
げ
船
の
悲
劇
」	
西
島
雅
博

◎	「
八
十
峠
の
後
見
ず
坂
」	

鈴
木
正
治

■
茨
城
県	

	

○	「
短
歌
で
つ
づ
る
想
ひ
出
の
か
け
ら
」

	
	

女
郎
花

◎	「
す
て
き
な
星
」	

田
中　

修

◎	「
い
の
ち
」	

佐
藤
邦
夫

■
群
馬
県	

	

◎	「
遺
伝
性
疾
患
に
苦
し
む
我
が
子
ジ
ャ

ー
マ
ン
・
シ
ェ
パ
ー
ド
」	

村
松
佐
保

■
埼
玉
県	

	

◎	「
す
べ
て
は
手
数
と
運
と
ご
縁
で
決
ま

る
」	

三
日
月
李
衣

○	「
鬱
の
手
記
Ⅱ
」	

北
川　

聖

◎	「
ベ
ル
リ
ン
」	

風
間
麗
子

■
千
葉
県	

	

◎	「
聖
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
贈
り
物
」

	
	

平
野
靖
雄

	

「
父
と
私
の
ミ
ス
テ
リ
ー
」
ア
ザ
ミ

◎	「
白
鳥
の
歌
」	

白
葡
萄

	

「
日
本
の
鉄
道
会
社
へ
の
唯
一
の
苦
言

（
わ
が
ま
ま
）」	

ペ
ン
ギ
ン

◎	「
灰
香
」	

桜
藤　

仲

◎	「
私
、
こ
れ
か
ら
ど
う
し
た
い
？
」

	
	

古
池
真
矢

○	「『
佐
倉
市
の
聴
覚
障
害
者
の
情
報
保

障
を
考
え
る
会
』
の
活
動
を
終
え
て
」

	
	

横
山
典
子

◎	「
閉
ざ
さ
れ
た
家
の
中
で
」

	
	

野
間
瑠
希
心

◎	「
胡
蝶
蘭
が
咲
い
た
休
日
は
」

	
	

沼
田
識
史

■
東
京
都	

	

◎	「
こ
ん
に
ち
は　

赤
ち
ゃ
ん
」

	
	

九
条
之
子

○	「
学
生
時
代
の
女
先
輩
た
ち
」

	
	

御
厨　

謙

◎	「
怒
り
」	

黒
岡　

實

◎	「
サ
ボ
テ
ン
の
花
」	

姉
歯
浩
一

◎	「
あ
ぶ
く
と
は
い
わ
せ
な
い
」

	
	

高
尾
周
一

◎	「『
山
の
上
ホ
テ
ル
』
休
業
に
よ
せ

て
」	

牧　

康
子

○	「
小
さ
い
祥
ち
ゃ
ん
は
社
長
さ
ん
」

	
	

河
上
美
智
子

◎	「
プ
ラ
ハ
の
街
角
に
て
」	

深
山
皐
月

○	「
〇
〇
日
和
」	

林　

純
一

◎	「
ラ
ジ
オ
の
魅
力
」	

野
宮
健
司

○	「
幸
せ
に
お
け
る
私
の
哲
学
」

	
	

宮
川
明
代

○	「
節
約
を
楽
し
む
」	

岩
隈
大
介

◎	「
で
こ
ぼ
こ
」	

山
田　

牧

◎	「
夫
婦
は
相
身
互
い
」	

内
藤
栄
介

	

「
今
日
の
苦
労
」	

風
上
颯
馬

◎	「
胡
蝶
蘭
と
ス
ミ
レ
」	

佐
生
綾
子

○	「
誕
生
日
が
待
ち
遠
し
い
ワ
ケ
」

	
	

笹
木
砂
希

◎	「
く
に
た
ち
バ
ロ
ッ
ク
都
市
の
夢
」

	
	

平
松
朝
彦

○	「
ど
こ
ま
で
が
優
し
さ
で
、
ど
こ
か
ら

が
暴
力
か
」	

千
葉
紫
月

◎	「
静
御
前
と
小
さ
な
鉄
瓶
」
武
藤
蓑
子

○	「
夜
明
け
の
ル
ナ
」	

渡
部
り
え

Essay　Contest第19回文芸思潮エッセイ賞予選通過者発表
■
神
奈
川
県	

	

○	「
私
の
か
け
湯
作
法
」	

二
川
原
良
三

◎	「
安
倍
家
三
代
記
」	

相
模
次
郎

◎	「
が
ん
の
こ
と
、
お
子
さ
ん
に
伝
え
ま

す
か
？
」	

秋
谷　

進

◎	「
泡
と
な
っ
て
」	

阿
彦
美
咲

◎	「
前
途
晴
朗
な
り
」	

小
倉
一
純

◎	「
フ
ァ
ル
セ
ッ
ト
に
恋
を
し
て
」
堤
洋
子

◎	「
僕
と
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
」	

川
和
真
之

◎	「
八
十
路
の
戸
惑
い
」
ゴ
ル
ビ
ー
長
田

○	「
夢
の
あ
と
」	

福
井
雅
人

■
新
潟
県	

	

◎	「
イ
ヌ
ワ
シ
と
ク
マ
タ
カ
」　

松
浪
丞

◎	「
就
活
に
つ
い
て
」	

柳
川　

隆

■
富
山
県	

	

◎	「
ト
イ
レ
の
な
か
の
お
ば
さ
ん
」

	
	

椎
木
友
理

■
石
川
県	

	
	

「
風
は
自
ら
起
こ
そ
う
」	

工
藤
哲
椰

◎	「
生
命
の
多
様
性
と
永
続
性
と
」

	
	

酒
井
恵
三

◎	「
運
命
を
生
き
抜
い
て
」	

豊
代
惠
子

○	「
二
人
だ
け
の
宴
は
続
く
」
明
石
弘
貴

■
山
梨
県	

	
	

「
甲
府
市
役
所
」	

田
中
浩
司

◎	「
性
欲
の
強
い
店
主
」	

ふ
き
の
と
う

◎	「
そ
れ
で
も
生
き
抜
こ
う
」
佐
高　

源

◎	「
オ
ン
リ
ー
・
イ
エ
ス
タ
デ
ー
」

	
	

米
山
哲
雄

■
長
野
県	

	

◎	「
人
生
の
勲
章
」	

澤
井
樹
生

■
岐
阜
県	

	
	

「
ご
め
ん
な
。
愛
し
い
心
臓
よ
。」

	
	

平
岡
佐
一
郎

◎	「
前
を
向
い
て
生
き
る
」	

い
っ
ち
ゃ
ん

◎	「
誤
信
信
仰
」	

秋
葉
み
の
り

■
静
岡
県	

	

◎	「
息
子
の
入
院
」	

大
杉　

綾

◎	「
ひ
た
む
き
な
、
余
り
に
ひ
た
む
き

な
」	

三
鶴

○	「
洋
子
ち
ゃ
ん
」	

石
井
カ
ズ

■
愛
知
県	
	

◎	「
西
日
」	

宮
尾
美
明

◎	「
ひ
と
夏
と
イ
ル
カ
と
」TA

K
K
A
Y
O
O
O

◎	「
青
女
」	

長
坂
弥
生

◎	「
蘇
鉄
の
花
に
想
う
」	

天
城
囀
一

◎	「
二
つ
前
、
夏
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

頃
」	

う
す
ば
陽
炎

◎	「
土
葬
、
遥
か
な
る
」	

丹
波
蔵
堂

○	「
ウ
ェ
ー
ル
ズ
横
断
騎
馬
旅
行
」

	
	

菱
川
町
子

◎	「
暇
つ
ぶ
し
」	

佐
久
間
隆
史

■
三
重
県	

	

◎	「
ガ
ザ
に
生
き
て
」	

琴
乃
夕
月

◎	「
母
の
満
洲
」	

中
田
重
顕

◎	「
玄
関
を
、
飾
る
」	

風
蒔
き
ゃ
ん

■
滋
賀
県	

	

○	「
痛
烈
批
判
、
エ
リ
ー
ト
の
没
落
と
再

生
」　　
　
　
　
　

ほ
た
る
い
か
・
さ
だ

■
京
都
府	

	

	

「
他
の
や
り
方
は
知
ら
な
い
」
本
澤
章

◎	「
義
母
と
水
よ
う
か
ん
」
せ
が
わ
け
い
こ

◎	「
心
の
帰
港
地
」	

崔
宣
葉

◎	「
団
子
ち
ゃ
ん
は
何
者
？
」
林　

須
磨

■
大
阪
府	

	

◎	「
学
生
と
共
に
コ
ロ
ナ
禍
と
闘
っ
た

日
々
」	

和
泉
勇
希

◎	「
春
の
愁
い
」	

幸
村　

篝

◎	「
不
思
議
な
体
験
」	

田
中
美
晴

◎	「
ロ
バ
の
パ
ン
、
追
い
か
け
て
」

	
	

今
井
清
賀

◎	「
医
者
に
匙
を
投
げ
ら
れ
て
」

	
	

森
﨑
律
子

○	「
い
き
る
経
験
」	

多
野
朝
日

◎	「
太
宰
先
生
の
お
膝
元
」	

山
田
ま
さ
子

■
兵
庫
県	

	

◎	「
都
会
の
基
地
」	

太
田　

悠

◎	「
第
二
の
誕
生
日
」	

Chiquita
	

「
月
に
な
っ
た
あ
な
た
へ
」
星
野
花
蓮

■
奈
良
県	

	

◎	「
煎
茶
道
と
私
―
売
茶
翁
と
の
出
会
い

―
」	

中
牟
田
桃
園

■
和
歌
山
県	

	

◎	「
猫
と
神
」	

み
な
熊
々

■
島
根
県	

	

◎	「
乳
を
取
る
」	

ド
コ
ウ
ミ
ナ

■
岡
山
県	

	

◎	「
義
母
終
の
こ
と
ば
」	

家
森
澄
子

◎	「
運
命
の
一
手
」	

地
伊
田
月
夫

■
広
島
県	

	

○	「
大
き
な
木
の
故
郷
」	

石
橋
い
づ
み

■
徳
島
県	

	

◎	「
父
と
猪
」	

富
登
千
惠
子

◎	「
私
を
彩
る
も
の
」	

福
山
由
美

○	「
決
算
報
告
」	

山
谷
麻
也

◎	「
地
獄
で
生
き
て
い
る
」	

青
田
雪
生

■
高
知
県	

	

◎	「
レ
タ
ー
ラ
ッ
ク
に
佇
む
ス
イ
カ
と

波
」	

小
原
友
紀

■
福
岡
県	

	

◎	「
母
の
祖
『
佐
佐
木
吉
田
厳
秀
』
の
里

を
訪
ね
て
」	

田
浦
チ
サ
子

○	「
も
て
な
い
女
の
ひ
と
り
ご
と
」

	
	

下
野
恵
依
子

◎	「
長
渕
肯
定
論
―
猿
一
匹
、
歌
え
ば
侍

―
」	

薩
摩

◎	「
よ
っ
ち
ゃ
ん
」	

安
部
と
し
き

◎	「
長
い
旅
」	

西
尾　

吉

○	「
あ
る
高
齢
者
の
愚
痴
」	

雁

○	「
断
罪
す
べ
き
人
」	

下
村
成
昭

■
佐
賀
県	

	

◎	「
リ
ボ
ー
ン
」　　

				

松
尾
な
お
ゆ
き
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小説の書き方
──作家を志す人のために──

五十嵐　勉

小説の書き方を体験を踏まえて丁寧に解説する小説指導書

税込 1000 円　御注文はアジア文化社まで
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■
熊
本
県	

	
◎	「
世
の
た
め
人
の
た
め
」	

高
浜
富
士
夫

◎	「
サ
ン
ト
ー
シ
ャ
さ
ん
と
話
し
て
思
う

事
」	

宮
原
真
希

■
宮
崎
県	

	

○	「
眼
科
で
の
出
来
事
」	

美
土
里
博

◎	「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
育
ち
が
寺
に

嫁
ぐ
と
」	
森
下
文
乃

■
沖
縄
県	

	

◎	「
日
本
の
心
」	

新
垣
景
和

■
海
外	

	

◎	「
大
統
領
選
挙
を
控
え
て
」
荘
百
合
子

◎	「
ロ
ン
ド
ン
に
あ
え
て
幸
せ
」

	
	

壬
生
智
恵
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第
三
次
予
選
は
、
よ
り
た
く
さ
ん
の
人
に
読
ん
で
ほ
し

く
な
る
よ
う
な
普
遍
的
な
力
を
備
え
て
い
る
か
が
、
選
考

の
基
準
に
な
り
ま
す
。
第
三
次
予
選
ま
で
通
過
し
た
作
品

は
、
だ
い
た
い
雑
誌
に
載
っ
て
も
い
い
、
人
に
読
ん
で
も

ら
っ
て
も
何
か
訴
え
る
力
を
備
え
て
い
て
、
読
ん
だ
人
の

心
に
何
か
が
残
っ
て
新
た
な
力
に
な
る
よ
う
な
作
品
で

す
。

「
文
芸
思
潮
」
選
考
委
員
会
で
は
、
選
考
の
便
宜
性
を
重

視
し
て
作
品
数
に
よ
っ
て
制
限
す
る
の
で
は
な
く
、
作
品

の
内
容
を
重
視
し
て
、
優
れ
た
作
品
が
た
く
さ
ん
あ
れ

ば
、
で
き
る
だ
け
そ
の
作
品
の
価
値
や
レ
ベ
ル
に
よ
っ

て
、作
品
を
残
す
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。し
た
が
っ
て
、

場
合
に
よ
っ
て
は
た
く
さ
ん
の
作
品
が
三
次
予
選
、
さ
ら

に
そ
の
上
に
選
出
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

今
年
第
19
回
も
三
次
予
選
通
過
者
が
多
く
、
応
募
作
品

全
体
の
水
準
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
お
り
ま

す
。

　

も
っ
と
詳
し
く
御
自
分
の
作
品
へ
の
感
想
・
批
評
が
お

聞
き
に
な
り
た
い
方
は
、作
品
個
別
の「
批
評
コ
メ
ン
ト
」

も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
ど
う
ぞ
御
希
望
を
お
送
り
下

さ
い
。

（「
文
芸
思
潮
」
エ
ッ
セ
イ
賞
選
考
委
員
会
）

●
第
19
回
「
文
芸
思
潮
」
エ
ッ
セ
イ
賞
へ
の
御
応
募
ま
こ
と

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
第
一
次
・
第
二
次
・
第
三

次
選
考
に
つ
い
て
選
考
委
員
会
よ
り
付
記
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

第
一
次
の
選
考
基
準
は
、
他
者
に
対
し
て
伝
わ
る
文
章
に

な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
が
最
重
要
の
基
準
点
で
す
。
し
か
し

書
く
姿
勢
も
加
味
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
少
し
文
章
が

粗
く
て
も
、
他
者
に
訴
え
た
い
切
実
な
も
の
が
感
じ
ら
れ
る

作
品
は
一
次
を
通
過
し
て
い
ま
す
。
ま
た
逆
に
文
章
は
整
っ

て
い
て
も
、
書
く
姿
勢
に
曖
昧
な
も
の
、
書
く
必
然
性
が
希

薄
な
も
の
、
中
途
半
端
な
も
の
は
落
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
二
点
を
ク
リ
ア
し
た
も
の
が
一
次
予
選
通
過
者

で
す
。
何
％
と
か
、
何
篇
以
内
と
か
、
数
字
の
枠
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
応
募
者
全
員
が
一
次
予
選
合
格
と
い

う
こ
と
も
あ
り
得
ま
す
。

　

ま
た
第
二
次
予
選
は
、
そ
の
中
で
さ
ら
に
強
く
何
か
が
感

じ
ら
れ
る
も
の
、
光
る
も
の
が
選
ば
れ
ま
す
。
何
か
が
読
み

手
の
中
に
残
っ
て
い
る
作
品
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
内

容
で
も
い
い
で
す
し
、
文
章
で
も
い
い
、
一
行
で
も
い
い
、

一
人
の
人
物
で
も
い
い
、
見
方
で
も
い
い
、
何
か
一
つ
心
に

残
る
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
、
上
に
拾
い
上
げ
た
く
な
る
と

い
う
、
一
つ
の
魅
力
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
が
ポ
イ
ン
ト

に
な
り
ま
す
。

エ
ッ
セ
イ
賞
応
募
者
の
皆
様
へ　
第
一
次
・
第
二
次
・
第
三
次
の
選
考
基
準
に
つ
い
て


